
愛 知 県 半 田 市

社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

歩行空間を確保した安心・安全で快適に暮らすことができるみちづくり（防災・安全）

平成２９年３月３０日（当初）



歩行空間を確保した安心・安全で快適に暮らすことができるみちづくり（防災・安全） ○

平成29年度　～　平成33年度　（5年間） 半田市

・通学路交通安全プログラムに位置付けられた対象路線における通学路指定を0％から100％に向上する。
（ＪＲ半田駅前土地区画整理事業および高架側道整備事業は、ＪＲ武豊線半田駅付近連続立体交差事業と密接に関連した事業であるため、平成41年度に100%と見込んでいる。）

歩行空間を確保した安心・安全で快適に暮らすことができるみちづくり（防災・安全）

（H29当初） （H31末） （H33末）

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 道路 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 種別 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円） 策定状況

1-A-1 街路 一般 半田市 直接 半田市 区画 改築 740.0 2.56 -

1-A-2 街路 一般 半田市 直接 半田市 Ｓ街路 改築 1,507.0 - 23-A-6から移行

2,247.0

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円） 策定状況

-

0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円）

0

番号

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円）

0

番号

通学路交通安全プログラムに位置付けられた対象路線の通学路整備率を計測する。

当初現況値 中間目標値 最終目標値
備考

費用便益比 備考

費用便益比

一体的に実施することにより期待される効果 備考

合計

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度）
備考

工種

備考

高架側道整備事業
（（都）武豊線東側道1号線ほか5路線）

半田市

番号 事業者
省略

番号

合計

事業者
要素となる事業名

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）
備考

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容
市町村名

要素となる事業名 事業内容 市町村名

鉄道高架側道　L=2,150m

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
工種

合計

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

00.0百万円 Ｃ 00.0百万円 Ｄ 00.0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
2,247.0百万円 Ａ 2,247.0百万円 Ｂ

事業実施期間（年度）
備考

(事業箇所) （延長・面積等）

ＪＲ半田駅前土地区画整理事業
（（都）半田駅前線ほか3路線）

半田市
道路 L=356m
駅前広場 A=2,420㎡

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金） 平成29年3月30日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

　本市の中心市街地であるＪＲ半田駅周辺は、広域的な都市機能を有し、住民の生活や企業の産業活動を支える区域拠点として位置付けられているが、歩行空間が確保されていない狭隘道路が多く、安心・安全なみちづくりが求められている。
　こうした問題を解消するため、ＪＲ半田駅付近連続立体交差事業に合わせ、ＪＲ半田駅前土地区画整理事業区域内の（都）半田駅前線ほか３路線及び高架化するＪＲ武豊線沿線に（都）武豊線東側道１号線ほか５路線を整備することにより、通学路としての歩行空間を確保し、通学路
交通安全プログラムに位置付けられた対象路線における通学路指定の向上を図ることとしている。また、駅へのアクセスの向上、および沿線環境の保全を図り、「安心・安全で快適に暮らすことができるいみちづくり」を目指すものである。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0% 39% 76%

事業実施期間（年度）

合計



交付金の執行状況
（単位：百万円）

不用額
（h = c+d-e-f）

うち未契約繰越額
（g）

翌年度繰越額
（f）

支払済額
（e）

前年度からの繰越額
（d）

交付額
（c=a+b）

計画別流用
増△減額
（b）

配分額
（a）

H29 H30 H31 H32 H33

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場



(参考図面)
歩行空間を確保した安心・安全で快適に暮らすことができるみちづくり（防災・安全）

平成29年度　～　平成33年度　（５年間）

計画の名称

計画の期間 交付対象 半田市

◎市役所

半田病院

知多半田駅

県道知多半田停車場線主要地方道名古屋半田線

知多半田駅前土地区画整理事業

（平成２年度～平成２７年度）

１－Ａ－２ 街路事業

高架側道整備事業

１－Ａ－１ 街路事業

ＪＲ半田駅前土地区画整理事業


